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Ⅰ.はじめに

南極昭和基地周辺の露岩域には大小さまざま多数の湖沼が存在している｡ 大きいもの

では長径が 1kmを超える湖､水深は 30数mに達する湖もある｡ また､陸水でありなが

らその水質は変化に富み､塩分濃度一つをとっても完全な淡水湖から海水の 5倍を超え

る高い価を示す湖まで実に多様である｡ したがって､このような湖沼に生育する藻類相

はそれぞれの湖の水質環境を微妙に反映したものとなっているO さらに陸水湖沼におい

ては､海流や周期的な干満といった現象が見られないことから､湖底の生物堆積物の起

源はその湖および集水域に生育していたものに限定され､局所的な立地環境をも反映し

たものとなるはずである｡

昭和基地周辺の湖沼では夏の一時期に開水面が現れることがあるが､一年のほとんど

の期間を氷で覆われる｡ しかし､多くの湖沼では､真冬でも氷の厚さが概ね 2m を上回

ることはなく､水深が 3m もあればその湖底は年中凍ることのない0℃以上のプラスの

世界となる｡冬の一時期を除けば､光合成に不可欠な光は湖底にまで達することができ

る｡極地の藻類にとってこのような場所は最も安定した好適な生育環境となりうる｡ 事

実､湖底には主にらん藻類 (シアノバクテリア)からなる堆積物が藻類マットを形成 し

ており､その厚さが 1mをはるかに超えるような湖沼もある｡藻類マットの表層部を除

く大半の部分では､らん藻類や緑藻類の藻体は分解が進み､種を同定し得ない場合が多

いが､珪藻類では珪酸質の細胞壁が分解されないまま堆積物中に確認することができる｡

そこで､我々は 1995年 12月から1997年 1月にかけて昭和基地周辺の数湖沼で得ら

れたコアサンプルに基づき､湖底堆積物中の珪藻種構成の変化から､この地域での氷河

の後退時期や開水面が現れるようになった時代を正確に特定するとともに､局所的かつ

微妙な環境変化を把握することを目的として､湖底堆積物中の珪藻分析と 14C 年代の解
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折を進めている｡今回は､西オングル大池のコアサンプルに基づく解析の途中経過と南

極湖沼の藻類堆積物解析の問題点を中心に報告する｡

Ⅱ.湖底堆積物コアのラミナ解析

西オングル大池は昭和基地の南方約2km に位置する､大きさ約400m X200m､中
央部の水深約 10m程の東西に長いオングル諸島最大の湖である｡本研究で用いたコアは

筆頭著者が 1996年2月2日に､湖沼型簡易コアサンプラー (離合社)を用いて採取し

たものである｡

コア断面の色は明るい黄白色から濃緑褐色までさまざまであるが､明瞭かつ撤密な多

数のラミナを確認することができる｡直径 50-500〟Inほどの鉱物が混在するものの

大半は藍藻類 (シアノバクテリア類)や緑藻類の遺骸で構成されている｡ コアの全長は

360rTm であったが 320mm 以深は砂泥となるため､ラミナ解析は藻類を主体とする

316mm 以浅についてのみ実施した｡コアの断面図と各ラミナの厚さを図1に示した｡

確認されたラミナ数は総数2,122で､1… あたりの平均ラミナ数は 6.7となるが､撒

密な部分では1mm あたり15-18に達する.

現在､各層の 14Cによる年代測定を進めているが､これまでにラミナの最下部付近

(300-310ITm)で3,530yrBP､コアの最上部 (0-10mm )で1,450yrBPの結果

が得られている｡ 2,080年間に2言22のラミナが形成されたことになり､各ラミナは年

縞とみなすこともできるが､年代測定の結果とラミナ数が対応していない部分もあり現

時点で結論を出すことは難しい｡なお､コアの最下部 (砂泥部)の年代測定結果は8,690

yrBPであった｡現在､さらに細分化した部分の年代デ､一夕を収集中であるが､これま

での結果から少なくともコアの中央部付近に大きな時間的ギャップが存在していること

がわかる｡ また､ラミナ厚の計測結果からも100mm､170mm､240m 及び300m

付近に比較的明瞭なギャップを認めることができる｡ しかし､これらのギャップがどの

ような環境の変化を反映したものであるのかは現在のところわかっていない｡

Ⅲ.珪藻種構成

珪藻解析にはコアの一部を10… ごとに切り出し､飽和過マンガン酸カリウム水溶液

と濃塩酸で処理後､Pleurax樹脂で封入したものをプレパラー トとして用いた｡各層に

おける珪藻の種構成は､200個体中の出現率で示した (図2)｡

珪藻解析を行った最深部 (310mm)での出現種はすべて海産あるいは汽水性の種であ

ったことから､西オングル大池はこの時期 (3,530yrBP)には海あるいは海の影響を強

く受けるような環境下であったことがわかる｡そのわずか10mm上部の300… の部分

では珪藻種は一変して淡水性の種に置き代わる｡すなわち､この時期に西オングル大池

は海から完全に分離したものと思われる. この後､コアの最上部まで概ね AmphoI･a

venelaが優占の時代が続くが､一部ではAchnanlhesklyOPhlraや Navl'culaarcuala

が優占種となる時期がある｡280-240mmにかけてはAmph()ravenetaの占める割合
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図 1. コア断面と各ラミナの厚さ (西オングル大池 )

深さ1(カ､170､240および 30mm付近にギャップが認められる｡
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が減少し､逆に1Vavl'culahalophlllaや1Vav.gTegan'aがやや増加する｡

ラミナ解析においては､160-200m にかけて乱れが確認されるが､珪藻の種構成に

おいてもこの部分で明瞭な変化を認めることができる｡ すなわち､西オングル大池が淡

水湖となって以来ずっと優占種であったAmphoravenetaの占める割合が一気に減少

することである.これはHantzschlaamphlow sや StaLuOnelsancepsが増加すること

に起因する.また､180mm では Achnantheskryophiraが優占種となり flan.

amphlcKySや NaviculaBI･egaI･iaの占める割合は低くなる. さらに 160mm にかけて

Ach.kTyOPhiraは殆ど確認されなくなり､Nay.Bregarlaが再び高い割合で出現するよ

うになる.コアの1401m から上部ではNav.arcuataが目立つようになり､100mm の

部分ではAmp.venetaをしのいで優占する.

それぞれの種がどのような環境下に生育するかということについて､南極産の珪藻に

ついての情報はまだまだ少ないのが現状である｡ 今後､極地に生育する珪藻種の生育環

境に関するデータが蓄積されるにつれて､それぞれの層が形成された時代の環境がどの

ようなものであったのか､ラミナ構造や種構成にギャップが見られる時期にどのような

環境変化が起こったのか､その全貌が徐々に解明されていくものと思われる｡

Ⅳ.藻類堆積物解析の問題点

南極露岩域の湖沼には､年間を通じて海水面の現れない時代があったと考えられる｡

氷に覆われた閉鎖的な水塊中では藻類が生育し世代を重ねる場合､光合成に必要なC02

は死んだ藻体の分解産物から供給されることになる｡すなわち､長期間にわたって古い

C0 2が再利用 (使い回し)されるわけである｡ 特に大陸氷の影響を直接受けるような湖

沼では､水中に相当古い時代のC0 2がとけ込むことになるため､極地の藻類堆積物中の

14C 年代測定を行う際には､実際よりかなり古く見積もられる危険性がある｡今後､多

方面からのアプローチによる補正が必要となるであろうo

一方では､湖沼が年間を通して結氷していた時代には存在しなかったような問題点が

明らかになってきた｡氷河の後退と共に､夏期には開水面のあらわれる湖沼が増えてく

るに伴って､湖底堆積物はブリザードなど強風の影響を直接うける機会が増加する｡特

に浅い湖沼では顕著である｡マット状の湖底堆積物の一部がはぎ取られたり､本来の上

下が逆転して再び堆積している部分のあることが､一部の湖沼のコア解析や 14C 年代測

定の結果から明らかになってきた｡このような現象は連続した環境変遷を解析する上で

はきわめて面倒な新たな問題を生じることになる｡ しかし､開水面が現れるようになっ

た時代やその期間の長さを知る手がかりとなる可能性をも含んでいる｡ 今後､藻類の種

構成や 14C 年代の詳細な解析を進めながら､さまざまな可能性を模索していきたい｡
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